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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　注射装置の針（２）を少なくとも部分的に覆うように意図された保護装置（１）であっ
て、少なくとも、
　前記保護装置（１）を注射装置に固定するように意図された固定手段（９）を備えた支
持体（３）と、
　前記針を通すことができるように意図された孔を備え、注射面と接触するように意図さ
れた遠位端（１５）を含むスリーブ（４）であって、前記スリーブ（４）の前記遠位端が
前記固定手段から距離ｌ１のところにある保管位置として知られる第１の位置から、前記
スリーブ（４）の前記遠位端が前記固定手段から距離ｌ２のところにある注射位置として
知られる第２の位置、および前記スリーブ（４）の前記遠位端が前記固定手段から距離ｌ
３のところにある保護位置として知られる第３の位置まで、前記支持体（３）に関して軸
方向に平行移動できるように配置され、前記距離ｌ１およびｌ３が前記距離ｌ２よりも大
きいスリーブ（４）と、
　前記スリーブ（４）を、少なくともその注射位置からその保護位置まで戻す第１のリタ
ーン手段（１４）と
を含む保護装置（１）において、少なくとも、
　前記スリーブ（４）が少なくともその注射位置からその保護位置まで前記支持体（３）
に関して軸方向に移動するときに前記スリーブ（４）が軸回転することを防ぐように配置
された、前記スリーブ（４）を案内する軸方向案内手段（２９、３０）と、
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　前記支持体（３）または前記スリーブ（４）に、少なくとも弾性的に、縦方向に、直接
に結合され、それぞれ前記スリーブ（４）または前記支持体（３）に形成された走行通路
（１０）の中に収容された少なくとも１つのペグ（６）であって、前記走行通路（１０）
が概ねＵ字形を形成し、前記走行通路（１０）の分路がそれぞれ、前記スリーブ（４）が
その保管位置からその注射位置まで移動するときに前記ペグ（６）によってたどられる第
１の区間（１１）、および前記スリーブ（４）がその注射位置からその保護位置に移ると
きに前記ペグ（６）によってたどられる第２の区間（１２）を画定し、前記ペグ（６）が
横方向に移動できるように設計された少なくとも１つのペグ（６）と、
　前記ペグ（６）が前記第２の区間（１２）から前記第１の区間（１１）に戻ることを防
ぐように配置された、少なくともそれらの一部が弾性変形可能な第１の安全手段（５、２
１；３９、３４、３５）と
を含むことを特徴とする保護装置（１）。
【請求項２】
　前記軸方向案内手段（２９、３０）はさらに、前記スリーブ（４）がその保管位置から
その注射位置まで前記支持体（３）に関して軸方向に移動するときに、前記スリーブ（４
）が軸回転することを防ぐように配置されていることを特徴とする請求項１に記載の保護
装置（１）。
【請求項３】
　前記軸方向案内手段（２９、３０）は、それぞれ前記スリーブ（４）上および前記支持
体（３）上に形成され、協働するために互いに向い合わせに配置された、概ね相補的な縦
方向の幾何学的形状を含むことを特徴とする請求項１に記載の保護装置（１）。
【請求項４】
　前記走行通路（１０）の前記第１の区間と第２の区間（１１、１２）は、前記第１の安
全手段を少なくとも部分的に画定する可撓性タング（３９）によって画定された第１の狭
窄領域（２１、３６）によって互いに接続されていることを特徴とする請求項１に記載の
保護装置（１）。
【請求項５】
　前記ペグ（６）は、前記第１の安全手段を少なくとも部分的に画定する第２のリターン
手段（３４）によって、前記第１の区間から前記第２の区間に向かって横方向に押される
ことを特徴とする請求項１に記載の保護装置（１）。
【請求項６】
　それぞれの前記支持体（３）または前記スリーブ（４）は、接線方向に偏向することが
でき、前記ペグ（６）を担持した少なくとも１つのタブ（５）を含むことを特徴とする請
求項１に記載の保護装置（１）。
【請求項７】
　前記タブは、垂直位置と圧力が加えられた少なくとも１つの偏向位置との間で、弾性変
形可能な方法で接線方向に偏向するように配置されていることを特徴とする請求項６に記
載の保護装置（１）。
【請求項８】
　前記ペグ（６）が前記第１の区間（１１）にあるときに、前記タブ（５）はそれぞれ、
垂直位置または圧力が加えられた偏向位置のうちの一方にあり、前記ペグ（６）が前記第
２の区間（１２）にあるときに、前記タブ（５）はそれぞれ、前記垂直位置または前記圧
力が加えられた偏向位置のうちの他方にあることを特徴とする請求項７に記載の保護装置
（１）。
【請求項９】
　前記第１の区間と前記第２の区間（１１、１２）は、前記距離ｌ３が前記距離ｌ１より
も大きくなるように前記保管位置と前記保護位置の範囲が画定されるように構成された異
なる長さを有することを特徴とする請求項１に記載の保護装置（１）。
【請求項１０】
　それぞれの前記スリーブ（４）または前記支持体（３）上に形成された前記走行通路（
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１０）と向い合わせに、それぞれの前記支持体（３）または前記スリーブ（４）は、前記
ペグ（６）を横方向に案内するように配置された偏向通路（３５）を含むことを特徴とす
る請求項１に記載の保護装置（１）。
【請求項１１】
　前記スリーブ（４）が前記保護位置にあるときに前記ペグ（６）をその位置に固定する
ように配置された第２の安全手段（２３、３３、３７、３４、３８）を含むことを特徴と
する請求項１に記載の保護装置（１）。
【請求項１２】
　前記走行通路（１０）の前記第２の区間（１２）は、前記第２の安全手段を少なくとも
部分的に画定する第２の狭窄領域（２３）を含むことを特徴とする請求項１１に記載の保
護装置（１）。
【請求項１３】
　前記走行通路（１０）の前記第２の区間（１２）は、前記スリーブ（４）が前記保護位
置にあるときの前記ペグ（６）のストップキャッチを形成し、前記第２の安全手段を少な
くとも部分的に画定する少なくとも１つの段（２４）を含むことを特徴とする請求項１１
に記載の保護装置（１）。
【請求項１４】
　前記走行通路（１０）および前記偏向通路（３５）は、溝、溝穴、リブおよびこれらの
要素の組合せを含むグループから選択された少なくとも１つの要素から形成されることを
特徴とする請求項１または１０に記載の保護装置（１）。
【請求項１５】
　前記第１のリターン手段（１４）は弾性変形可能であり、コイルばね、弾性リーフ、弾
性変形可能な要素を含むグループから選択されることを特徴とする請求項１または５に記
載の保護装置（１）。
【請求項１６】
　前記第２のリターン手段（３４）は弾性変形可能であり、コイルばね、弾性リーフ、弾
性変形可能な要素を含むグループから選択されることを特徴とする請求項５に記載の保護
装置（１）。
【請求項１７】
　前記第１のリターン手段（１４）は、前記支持体（３）の近位端と前記スリーブ（４）
の遠位端の間に配置されることを特徴とする請求項１に記載の保護装置（１）。
【請求項１８】
　それぞれの前記スリーブ（４）または前記支持体（３）は、前記装置（１）が前記保護
位置にあるときに前記タブ（５）と向い合わせに位置する少なくとも１つのストップ壁（
８）を含み、前記ストップ壁（８）は、この保護位置で前記タブ（５）が前記保護装置の
軸に向かって半径方向に偏向することを防ぐように配置されることを特徴とする請求項６
に記載の保護装置（１）。
【請求項１９】
　前記支持体（３）は注射針（２）を備えていることを特徴とする請求項１に記載の保護
装置（１）。
【請求項２０】
　少なくとも１つの注射針（２）と、注射される製品のリザーバとを含む注射装置（１）
であって、請求項１から１９のいずれか一項に記載の少なくとも１つの保護装置（１）を
含むことを特徴とする注射装置（１）。
【請求項２１】
　請求項１から１９のいずれか一項に記載の保護装置（１）と、この装置の容器（２６）
とを含むセットであって、前記容器は、円筒形の本体（２７）とキャップ（２８）とを含
み、前記円筒形の本体は、その内壁に、前記容器内での前記装置の回転および平行移動を
妨げる手段を備えることを特徴とするセット。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、針刺し損傷（ｎｅｅｄｌｅｓｔｉｃｋ　ｉｎｊｕｒｙ）、特に針を使用した
後の針刺し損傷の危険から患者および／または使用者を守るために針を保護する保護装置
（ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　ｄｅｖｉｃｅ）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野において、注射器は、使用準備が整った状態で、または組み立てなければなら
ないキットの形態で供給することができ、これらは、注射する液体が予め充填されている
場合も、または充填されていない場合もある。したがって、注射する液体はしばしば、注
射する用量を入れる容積がある注射器本体の中に供給される。注射器本体の端部は直接に
針を備えることができ、または、針を担持した針支持体をそこに固定することができる注
射器先端を備えることができる。この注射器先端は例えば「ルア（ｌｕｅｒ）」または「
ルアロック（ｌｕｅｒ　ｌｏｃｋ）」型である。使用済みの機器によって患者および／ま
たは医療従事者が汚染される危険を限定するため、これらの注射器、注射器先端および針
支持体は、「使い捨て」品目であることが好ましい。
【０００３】
　この分野では、針刺し損傷、特に注射終了時と注射装置の廃棄時との間の針刺し損傷の
危険から患者および使用者を守ることも特に重要である。注射後に手動で活動化される針
保護スリーブが存在するが、針を保護する操作を、使用者にとってより信頼でき、より容
易なものにするために、注射部位から針が引き抜かれる瞬間に針のまわりに保護スリーブ
が自動的に配置されるようにすることが試みられた。
【０００４】
　特許文献１は、針を保護する装置であって、注射後に針を覆うように意図された可動式
のスリーブを含む装置が記載されている。しかし、この保護装置は、スリーブを展開させ
るためにある量のスリーブの自転を伴い、この回転は、スリーブの遠位端が患者の皮膚と
接触している間および医薬品が注射されている間に実行される。
【０００５】
　したがって、このような場合、スリーブの回転によって、皮膚に対する摩擦および／ま
たは注射装置の不安定性の望ましくない感覚が、患者および／または使用者によって知覚
される。このことは、注射を実施する際に著しい障害となる。最適な条件下で注射を実施
することができないため、患者および／または使用者は、この関心の安全装置を使用する
ことを嫌がり、それによって、安全でない注射条件に自分自身を置くことになる。したが
ってこの解決策は満足とはいえない。
【０００６】
【特許文献１】欧州特許第４０９１８０号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、使用者側の手による追加の介入なしで、かつ患者の皮膚に対する摩擦の影
響を生じさせずに、針を保護する装置の必要性が依然としてある。
【０００８】
　本発明は、有効であり、安全操作が摩擦特殊性に直接に結びつかないことによって信頼
性が高く、製造および使用が容易であり、限られた数の部品を含み、使用者側の手による
追加の介入なしで注射後に針を覆うように活動化することができ、患者の皮膚に対する摩
擦の影響を一切生じさせず、針刺し損傷の危険を限定する針保護装置を提案することによ
って、この必要性を満たすことを目的とする。注射の安全性を高めるため、本発明はさら
に、活動化された後に針に接近することを防ぐ不可逆的な針保護装置を提案することを目
的とする。本発明はさらに、医学、獣医学のあらゆる分野で使用でき、例えば注射器、カ
テーテル、他の等価の装置などの任意の注射装置とともに使用することができる針保護装



(5) JP 4981030 B2 2012.7.18

10

20

30

40

50

置を提案することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、注射装置の針を少なくとも部分的に覆うように意図された保護装置であって
、少なくとも、
　・　前記保護装置を注射装置に固定するように意図された固定手段を備えた支持体と、
　・　前記針を通すことができるように意図された孔を備え、注射面と接触するように意
図された遠位端を含むスリーブであって、前記スリーブの遠位端が前記固定手段から距離
ｌ１のところにある保管位置として知られる第１の位置から、前記スリーブの遠位端が前
記固定手段から距離ｌ２のところにある注射位置として知られる第２の位置、および前記
スリーブの遠位端が前記固定手段から距離ｌ３のところにある保護位置として知られる第
３の位置まで、前記支持体に関して軸方向に平行移動できるように配置され、前記距離ｌ
１およびｌ３が前記距離ｌ２よりも大きいスリーブと、
　・　前記スリーブを、少なくともその注射位置からその保護位置まで戻す第１のリター
ン（ｒｅｔｕｒｎ）手段と
　を含む保護装置において、少なくとも、
　・　前記スリーブが少なくともその注射位置からその保護位置まで前記支持体に関して
軸方向に移動するときに前記スリーブが軸回転することを防ぐように配置された、前記ス
リーブを案内する軸方向案内手段と、
　・　前記支持体または前記スリーブに、少なくとも弾性的に、縦方向に、直接に結合さ
れ、それぞれ前記スリーブまたは前記支持体に形成された走行通路の中に収容された少な
くとも１つのペグであって、前記走行通路が概ねＵ字形を形成し、前記走行通路の分路が
それぞれ、前記スリーブがその保管位置からその注射位置まで移動するときに前記ペグに
よってたどられる第１の区間、および前記スリーブがその注射位置からその保護位置に移
るときに前記ペグによってたどられる第２の区間を画定し、前記ペグが横方向に移動でき
るように設計された少なくとも１つのペグと、
　・　前記ペグが前記第２の区間から前記第１の区間に戻ることを防ぐように配置された
、少なくともそれらの一部が弾性変形可能な第１の安全手段と
　を含むことを特徴とする保護装置に関する。
【００１０】
　本発明に基づく保護装置は、注射装置の針を、少なくとも注射後に効率的に保護するこ
とができる。具体的には、支持体に縦に連結された横方向に移動することができるペグの
存在によって、従来技術の他の保護装置では遭遇する可動部品による摩擦の問題の影響が
回避される。したがって、本発明に基づく保護装置はより信頼性の高い保護装置である。
【００１１】
　さらに、本発明に基づく装置のスリーブは、医薬品を投与する全操作中に自転しないの
で、患者の皮膚に対する摩擦の影響によって、注射が決して中断されず、したがって注射
がより容易かつ安全であり、患者と使用者のいずれもが不便を感じることなく投与するこ
とができる。
【００１２】
　さらに、本発明に基づく保護装置は、注射後に注射部位から針が引き抜かれたときの針
刺し損傷の危険を防ぐことを可能にする。注射後に注射装置が引き抜かれたときには、リ
ターン手段が、使用者が追加の手動操作を一切実行する必要なしにスリーブを展開するこ
とを可能にする。したがって、スリーブの配置を引き起こす操作も安全である。
【００１３】
　本発明はさらに、前述の針保護装置を含む注射装置に関する。
【００１４】
　本発明のこれらの特徴によって、注射装置の針の端部を見ることができ、それにもかか
わらず安全な前記保護装置を備えた、使用準備の整った注射装置を供給することが可能に
なる。実際、注射装置の針の端部が見えることが看護師にとって重要である場合がある。
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針の端が見えることによって、大部分の注射の前に、自分がしていることができる限りよ
く見える状態で空気を排出することができる。針の端が見えることによってさらに、看護
師は、医薬品を注射する操作の最初の段階、すなわち針を挿入し、医薬品を注射する目的
で注射部位に針を配置し、針先を適当な方向に向ける段階の制御を良好に実施することが
できる。
【００１５】
　本出願では、構成部品または装置の遠位端が、使用者の手から最も遠い端部を意味し、
近位端が、使用者の手に最も近い端部を意味することを理解されたい。同様に、本出願で
は、「遠位方向」が、注射方向を意味し、「近位方向」が、注射方向とは反対の方向を意
味することを理解されたい。
【００１６】
　本出願の意味の範囲内で、「注射面」は、注射の場合の患者の皮膚、製品が抜き取られ
または製品が混合される瓶の膜、管や筒の端部、フレキシブルバッグの壁あるいは任意の
接続手段の端部であることができる。
【００１７】
　「横方向に移動することができる」という表現は、本出願の文脈の範囲内で、ペグが、
装置の軸に垂直な平面内で直線または線運動することができ、または装置の軸に平行な平
面内で円運動することができることを意味すると理解されたい。
【００１８】
　好ましくは、前記軸方向案内手段はさらに、前記スリーブがその保管位置からその注射
位置まで前記支持体に関して軸方向に移動するときに、前記スリーブが軸回転することを
防ぐように配置される。
【００１９】
　有利には、前記軸方向案内手段は、それぞれ前記スリーブ上および前記支持体上に形成
され、協働するために互いに向い合わせに配置された、概ね相補的な縦方向の幾何学的形
状を含む。これらの幾何学的形状は、溝、リブ（ｒｉｂ）、出っ張りあるいはスライドウ
ェイ（ｓｌｉｄｅｗａｙ）とすることができる。
【００２０】
　好ましくは、前記走行通路の前記第１の区間と第２の区間は、前記第１の安全手段を少
なくとも部分的に画定する可撓性タングによって画定された第１の狭窄領域によって互い
に接続される。
【００２１】
　有利には、このペグは中実であることができ、変形可能な材料から形成することができ
、またはこのペグは中空であることができ、その壁は内側へ変形し、あるいは可撓性のタ
ブから形成することができる。
【００２２】
　有利には、前記ペグは、前記第１の安全手段を少なくとも部分的に画定する第２のリタ
ーン手段によって、前記第１の区間から前記第２の区間に向かって横方向に押される。
【００２３】
　好ましくは、それぞれの前記支持体または前記スリーブは、接線方向に偏向することが
でき、前記ペグを担持した少なくとも１つのタブを含む。有利には、前記タブは、垂直位
置と圧力が加えられた少なくとも１つの偏向位置との間で、弾性変形可能な方法で接線方
向に偏向するように配置されている。
＊手続補正３
【００２４】
　例えば、前記ペグが前記第１の区間にあるときに、前記タブはそれぞれ、垂直位置また
は圧力が加えられた偏向位置にあり、前記ペグが前記第２の区間にあるときに、前記タブ
はそれぞれ、垂直位置または圧力が加えられた偏向位置のうちの他方にある。前記タブは
、弾性変形可能な材料から形成することができる。前記タブはさらに、弾性変形可能なピ
ボット（ｐｉｖｏｔ）接続または玉継手を含むことができ、この接続をこれらのリターン
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手段に結合することができる。
【００２５】
　好ましくは、前記第１の区間と前記第２の区間は、前記距離ｌ３が前記距離ｌ１よりも
大きくなるように前記保管位置と前記保護位置の範囲が画定されるように構成された異な
る長さを有する。
【００２６】
　好ましくは、それぞれの前記スリーブまたは前記支持体上に形成された前記走行通路と
向い合わせに、それぞれの前記支持体または前記スリーブは、前記ペグを横方向に案内す
るように配置された偏向通路を含む。
【００２７】
　本発明の一実施形態において、前記保護装置は、前記スリーブが前記保護位置にあると
きに前記ペグをその位置に固定するように配置された第２の安全手段を含む。
【００２８】
　好ましくは、前記走行通路の前記第２の区間は、前記第２の安全手段を少なくとも部分
的に画定する第２の狭窄領域を含む。
【００２９】
　有利には、前記走行通路の前記第２の区間は、前記スリーブが前記保護位置にあるとき
の前記ペグのストップキャッチ（ｓｔｏｐ　ｃａｔｃｈ）を形成し、前記第２の安全手段
を少なくとも部分的に画定する少なくとも１つの段を含む。
【００３０】
　本発明の一実施形態において、前記走行通路および前記偏向通路は、溝、溝穴、リブお
よびこれらの要素の組合せを含むグループから選択された少なくとも１つの要素から形成
される。
【００３１】
　有利には、前記第１のリターン手段は弾性変形可能であり、コイルばね、弾性リーフ（
ｌｅａｆ）、弾性変形可能な要素を含むグループから選択される。
【００３２】
　好ましくは、前記第１のリターン手段は、前記支持体の近位端と前記スリーブの遠位端
の間に配置される。
【００３３】
　好ましくは、それぞれの前記スリーブまたは前記支持体は、前記装置が前記保護位置に
あるときに前記タブと向い合わせに位置する少なくとも１つのストップ壁を含み、前記ス
トップ壁は、この保護位置で前記タブが前記保護装置の軸に向かって半径方向に偏向する
ことを防ぐように配置される。
【００３４】
　好ましくは、前記支持体は注射針を備える。
【００３５】
　本発明はさらに、少なくとも１つの注射針と、注射される製品のリザーバ（ｒｅｓｅｒ
ｖｏｉｒ）とを含む注射装置であって、上述のいずれかの保護装置を含む注射装置に関す
る。
【００３６】
　本発明はさらに、上述の装置と、この装置の容器とを含むセットであって、前記容器は
、円筒形の本体とキャップとを含み、前記円筒形の本体は、その内壁に、前記容器内での
前記装置の回転および平行移動を妨げる手段を備える。
【００３７】
　次に、添付図面の助けを借りて、本発明をより詳細に説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３８】
　図１に、注射針２を保護する本発明に基づく保護装置１を示す。この保護装置１は、針
２の支持体３と、支持体３を受け入れるように配置されたスリーブ４とを含む。このスリ
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ーブ４は、図２に示された保管位置から、図３に示された第２の位置、すなわち注射位置
、および図４に示された第３の位置、すなわち保護位置に向かって、支持体３に関して平
行移動させることができる。
【００３９】
　図示の例では、支持体３およびスリーブ４がそれぞれ、支持体３をスリーブ４に関して
案内し、軸方向に平行移動させる手段を含み、図１では、これらの案内手段が、支持体３
の外壁上の直径に沿って反対側の位置に位置する縦方向の出っ張り２９の形態をとり、こ
れらの縦方向の出っ張り２９は、スリーブ４の内壁上の直径に沿って反対側の位置に位置
する、前記出っ張り２９と向い合った滑り溝３０と協働する。
【００４０】
　図１では、支持体３が、支持体３の近位部分から遠位方向に縦に延びる可撓性のタブ（
ｔａｂ）５を含む。この可撓性タブ５は、その遠位端に、ペグ６を含む。この可撓性タブ
５は、垂直位置と圧力が加えられた少なくとも１つの偏向位置との間で横方向に偏向する
ことができる（図４参照）。図１では、この可撓性タブ５がその垂直位置にある。この図
ではさらに、タブ５が、支持体３の壁に切られた窓７の中で、垂直位置から圧力が加えら
れた偏向位置に移動することができる。支持体３は、窓７を部分的に閉じるストップ壁（
ｓｔｏｐ　ｗａｌｌ）８を含む。ストップ壁８の機能については後に説明する。
【００４１】
　図１では、支持体３が２つの近位フィン（ｆｉｎ）９を含む。これらのフィン９は、そ
の容器（図６参照）内での本発明の装置の回転および平行移動を妨げ、または標準「ルア
ロック」接続システムにおいて本発明の装置をロックする役目を果たすことができる。
【００４２】
　図示の例では、スリーブ４が、スリーブ４の壁に形成され、図２～４から明らかになる
ようにスリーブの全動程にわたってペグ６と協働するように配置された、Ｕ字形をなす走
行通路（ｒｕｎｎｉｎｇ　ｐａｓｓａｇｅｗａｙ）１０を含む。
【００４３】
　図２～４からも分かるとおり、走行通路１０は、互いに概ね平行で、装置１の縦軸を軸
にわずかな角度だけずれた第１の縦区間１１と第２の縦区間１２とを含む。これらの２つ
の縦区間１１と１２は、それぞれの遠位端のところで、中間区間１３によって互いに接続
されている。
【００４４】
　図１に示されているとおり、保護装置１はさらに、コイルばね１４を含む。図５から分
かるとおり、装置１が組み立てられると、このコイルばね１４の近位端３１が支持体３の
近位部分の内部フランジ３２を押し、ばね１４の遠位端３３が、スリーブ４の放射状遠位
壁１５の内面を押す。
【００４５】
　次に、図２～４を参照して、本発明に基づく保護装置１が機能する方法を説明する。
【００４６】
　図２および５を参照すると、保護装置１は保管位置にある。スリーブ４は針２を部分的
に覆っている。したがって針２の一部が見え、空気の排出と穿通の前に針２を注射部位に
配置する段階との両方を使用者が良好に制御できるようになっている。
【００４７】
　この保管位置において、可撓性タブ５（図２ではスリーブ４によって部分的に隠されて
いる）は垂直位置にあり、ペグ６は、図５に示されているようにスリーブ４と支持体３の
間で部分的に圧縮されたばね１４の作用によって、走行通路１０の第１の縦区間１１の近
位端１６と当接した状態に維持されている。
【００４８】
　したがって、この保管位置にある保護装置１が使用のために供給される。使用者は次い
で、注射部位に注射する医薬品が予め充填された図２に部分的に示された注射器本体１７
を手にとる。この注射器本体１７は、支持体３の近位側基部１９（図１参照）に取り付け
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ることができる、針２に接続するための標準遠位先端１８を含む。次いで使用者は、注射
器本体１７を本発明の保護装置１に接続する。単純にするため、図３および４には注射器
本体１７が示されていない。
【００４９】
　注射器本体１７を保護装置１に接続した後、使用者は、針２の注射部位への穿通を開始
し、これを、スリーブ４の放射状遠位壁１５が注射部位の表面と接触するまで続け、次い
で、注射部位への針２の完全な穿通を保証するため、スリーブ４の放射状遠位壁１５を注
射部位の表面と接触させたまま、支持体３を注射器１７を介して押し続ける。したがって
スリーブ４は、第１の縦区間１１の経路をたどった半径方向に延びるペグ６がこの第１の
縦区間１１の遠位端２０と当接するまで、支持体３に関して軸に沿って近位方向に移動す
る。
【００５０】
　このとき、保護装置１は、図３に示された注射位置にある。この位置において、ばね１
４は圧縮された状態にあり、針２は露出している、すなわち、針２は注射部位の内部にあ
るためスリーブ４によって覆われていない。
【００５１】
　保管位置から注射位置へ移動する間、スリーブ４は自転していない。使用者は次いで、
続いて知られている方法で注射器本体１７から医薬品を注入して支持体３への圧力を維持
し、したがって保護装置１は図３に示された位置にとどまる。
【００５２】
　注射終了後、使用者は、注射器を介して支持体３にかけていた圧力を解放し、針２を注
射部位から引き抜き、これによってばね１４を解放する。ばね１４はその弛緩した位置へ
戻り、それとともに支持体３を移動させ、支持体３は針２を完全に覆う。このとき、可撓
性タブ５およびその半径方向に延びるペグ６は、図４に示されているように、走行通路１
０の中間区間１３および第２の縦区間１２によって形成された経路をたどる。
【００５３】
　図２～４から分かるように、第１の縦区間１１は、その遠位端２０の近位側に、可撓性
のタング（ｔｏｎｇｕｅ）３９によって画定された、ペグ６が遠位方向に通過することを
許し、前記ペグ６が近位方向に戻ることを防ぐ狭窄部２１を含む。この実施形態では、可
撓性タング３９が、前記第２の区間１２から前記第１の区間１１にペグ６が戻ることを防
ぐ弾性変形可能な第１の安全手段を少なくとも部分的に形成する。
【００５４】
　圧力が加わると接線方向に偏向するタブ５の能力によって、スリープ４が展開すると、
ペグ６は、走行通路１０の中間区間１３および第２の縦区間１２によって形成された通路
をたどることができる。
【００５５】
　可撓性タブ５は、ポリプロピレンなどの変形可能な半硬質材料から形成されることが好
ましい。
【００５６】
　したがって、図４に示された保護位置において、可撓性タブ５は、圧力が加えられた偏
向位置にあり、ペグ６は、このときに少なくとも部分的に弛緩した位置にあるばね１４の
作用によって第２の縦区間１３の近位端２２を押し続ける。
【００５７】
　保護位置に保護装置１を固定するため、走行通路１０の第２の縦区間１２は、その近位
端２２の遠位側に、ペグ６が近位方向に通過することを許し、前記ペグ６が遠位方向に戻
ることを防ぐ狭窄部２３を含む。このペグ６の通過を可能にするために、ペグ６または狭
窄部２３は弾性変形可能であることが好ましい。したがって、スリーブ４から針２が再び
現れる危険がない。図示の例では、この狭窄部２３が、第２の縦区間１２上に互いに向い
合わせに位置する２つの段２４および２５の存在によって得られている。
【００５８】
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　図４に示された保護位置では、ペグ６が、支持体３の窓７の中に形成されたストップ壁
８と向き合う。このストップ壁８は、可撓性タブ５が、支持体の内側に向かって半径方向
に偏向することを防ぎ、したがって、支持体３からスリーブ４を引き離し、針２を再び露
出させることは不可能である。
【００５９】
　図示されていない一実施形態では、走行通路１０の第２の縦区間１２が、第１の縦区間
１１に向かって形成されたクリアランススペース（ｃｌｅａｒａｎｃｅ　ｓｐａｃｅ）を
含み、ペグ６はこの中で、可撓性タブ５が部分的にまたは完全に偏向した保護位置に固定
される。
【００６０】
　図示されていない本発明の他の実施形態では、可撓性タブ５がスリーブ４上に配置され
、走行通路１０が支持体３の壁に形成される。図示されていない他の実施形態では、保護
装置１が保管位置にあるときに可撓性タブ５が圧力が加えられた偏向位置にあり、保護装
置１が保護位置にあるときに可撓性タブ５が垂直位置にある。この実施形態では、可撓性
タブ５が、前記第２の区間１２から前記第１の区間１１にペグ６が戻ることを防ぐ弾性変
形可能な第１の安全手段を少なくとも部分的に形成する。
【００６１】
　図示されていない本発明の他の実施形態では、スリーブが支持体の内側にある。
【００６２】
　図６に、本発明の装置１の容器２６を示す。具体的には、保護装置１が保管位置にある
ときには針２が部分的に露出しているので、保護装置１は、保護容器に入れて供給される
ことが好ましい。図５の容器２６は、円筒形の本体２７およびキャップ２８を含む。本体
２７は、その円筒形の内壁上に、支持体３のフィン９と協働して、容器２６の中で装置１
が回転することを防ぐストライエーション（ｓｔｒｉａｔｉｏｎ）を含むことが好ましい
。
【００６３】
　図７から９の保護装置１は図１から６の装置に類似している。図７から９の保護装置１
は図１から６の装置とは異なり、走行通路１０（図７および８では点線で、図９では部分
的に実線で示されている）が前記支持体３上に位置しており、可撓性タブではなく、スリ
ーブ４上に位置するピボット接続３２を備えた回転タブ３１が使用されている。回転タブ
３１の回転は、スリーブ４の壁に形成された全体に三角形の窓３３の中で起こる。走行通
路１０はＵ字形をしており、このＵ字形の第２の縦区間１２は、第１の縦区間１１よりも
長い。したがって、距離ｌ３は距離ｌ１よりも大きい。このＵ字形の分路は可撓性タング
３９によって分離されている。
【００６４】
　図７に示された保管位置において、回転タブ３１のペグ６は、走行通路１０を形成する
Ｕ字形の第１の縦区間１１の遠位端に固定されている。ペグ６は、保管位置と注射位置の
間を、第１の縦区間１１に沿って変位し、そこでペグ６は、可撓性タング３９を押し曲げ
て、Ｕ字形の頂点３６に達する。可撓性タング３９は、ペグ６が保管位置に戻ることを防
ぎ、第１の安全手段の少なくとも一部分を形成する。図８に示された注射位置では、回転
タブ３１が回転し、ペグ６が、走行通路１０を形成するＵ字形の頂点３６に固定される。
図９に示された保護位置では、回転タブ３１がピボット接続３２を軸に回転し続け、ペグ
６が、図示されていない狭窄領域によって、走行通路１０を形成するＵ字形の第２の縦区
間１２に固定される。
【００６５】
　図示されていない本発明の一実施形態では、回転タブが窓の中で移動せず、ペグだけが
偏向通路内を移動する。
【００６６】
　図示されていない本発明の他の実施形態では、スリーブが窓を持たず、タブがスリーブ
の壁の内側に置かれ、したがってタブもまたはペグも窓の中で移動しない。
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【００６７】
　図１０から１４の保護装置１は図１から６の保護装置に類似している。図１０から１４
の保護装置１は図１から６の保護装置とは異なり、ペグ６が、走行通路１０の第１の縦区
間１１から第２の縦区間１２に向かって横方向に押すばね３４の作用を受ける。支持体３
は、前記ペグ６を横方向に案内するように配置された偏向通路３５を含む。
【００６８】
　したがって、図１０および１４に示された保管位置では、圧縮された状態にあるばね３
４の推力によって、ペグ６が、走行通路１０の第１の縦区間１１の近位端に固定される。
【００６９】
　図１１に示された注射開始位置では、ペグ６が偏向通路３５に到達し、そこでペグ６は
、弛緩するばね３４によって押される。この実施形態では、ばね３４が、前記第２の区間
１２から前記第１の区間１１にペグ６が戻ることを防ぐ弾性変形可能な第１の安全手段を
少なくとも部分的に形成する。
【００７０】
　したがって、使用者が注射装置１を注射部位から引き抜くと、ペグ６は、走行通路１０
の第２の縦区間１２の中を案内される。図１３に示された保護位置では、ばね３４の推力
によって、ペグ６が、走行通路１０の第２の縦区間１２の近位端３８に固定され続ける。
針はスリーブによって完全に覆われる。注射装置１は安全である。
【００７１】
　以上の説明から明らかなとおり、本発明に基づく保護装置１は、特に、針２を保護する
スリーブ４が注射中に一切自転しないこと、および注射終了後に、使用者側の追加の手動
操作なしでこのスリーブ４が自動的に展開することによって、注射をまったく安全に実施
することを可能にする。さらに、関与する部品の数が少ないこと、およびそれらの相対的
な移動が小さく、したがって可動部品間の摩擦による問題を限定する制限することができ
ることによって、本発明に基づく保護装置１の信頼性は高い。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】本発明に基づく保護装置および注射器本体の端部の分解透視図である。
【図２】保管位置にある図１の保護装置および注射器本体の端部の側面図である。
【図３】注射位置にある図１の保護装置の側面図である。
【図４】保護位置にある図１の保護装置の側面図である。
【図５】保管位置にある図１の保護装置および注射器本体の端部の断面図である。
【図６】図１の保護装置の容器の分解透視図である。
【図７】保管位置にある本発明に基づく保護装置の第２の代替実施形態の側面図である。
【図８】注射位置にある本発明に基づく保護装置の第２の代替実施形態の側面図である。
【図９】保護位置にある本発明に基づく保護装置の第２の代替実施形態の側面図である。
【図１０】保管位置にある本発明に基づく保護装置の第３の代替実施形態の側面図である
。
【図１１】注射開始位置にある本発明に基づく保護装置の第３の代替実施形態の側面図で
ある。
【図１２】注射終了位置にある本発明に基づく保護装置の第３の代替実施形態の側面図で
ある。
【図１３】保護位置にある本発明に基づく保護装置の第３の代替実施形態の側面図である
。
【図１４】図１０から１３の代替実施形態の走行通路の部分断面図である。
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